
海津市立海西小学校  ＰＴＡ会長  服部 竜司 

１ 地域・学校の実態 

 海津市立海西小学校の開校は、明治６年にさかのぼります。

古くこの地は、美濃国海西郡でした。「海津」という名は、海

西郡の「海」と下石津郡の「津」からできています。この海西

という由緒ある校名に誇りを持ち、全校児童が「めあてをもっ

てやりぬく子 ～咲かせよう「花の心」～」を目指し、学んだ

り、活動したりしています。 

今年は、全校児童１２５名でスタートし、児童と生徒が温か

い人間関係を築きながら、地域とともに教育活動を推進

しています。また、長く FBCコンクールに参加し、花を

育てることを通して豊かな心を育んできた本校は、地域

の方々から「花の学校」として親しまれています｡今年

も、新型コロナウィルス感染が心配される中でしたが、

伝統を受け継ぎ、学校中に美しい花をたくさん咲かせて

います｡ 

 

２ 活動のねらい 

 「保護者と子どもでつくりあげる 花の心」のＰＴＡ活動スローガンのもと、粘り強くやりぬく

児童の育成をめざし取り組んでいます。保護者と先生方が協力し、児童の土台となっている家庭を

大切にしたＰＴＡ活動の充実に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主な活動内容 

 運営委員会の他に、広報委員会、地区委員会、家庭教育委員会等の活動を行っています。この活

動の中から主なものを紹介します。 

（１） 登校指導（地区委員会） 

児童の安全や生活を見守り、児童の社会的資質・規範意識が高まるよう、地域の方と一体となっ

咲かせよう 「花の心」 
～地域の皆様とともに 粘り強くやりぬく児童の育成をめざして～ 

☆学校と地域、保護者の連携 
・地域の海西見守り隊による登下校の安全、挨拶 

運動の実施 

・ひとり暮らしのお年寄りのお宅へふれあい訪問 

・花祭りに地域の方を招待し、感謝の気持ちを伝 

える活動の実施 

・リサイクル活動の実施 

※海西見守り隊の皆様は、令和 3年度「岐阜県地

域子ども支援賞」を受賞されました。 

☆環境衛生の確保と充実 
・リサイクル活動による収益を地域の安全標

識、学校の衛生器具等の購入費用に充てる。 

☆会員相互の協力、つながり 
・本部運営委員会を定期的に開催し、専門委

員会の活動推進を図る。 



た活動を行っています。毎年１回、各地区の地区委員が通学路の点検を行い、子ども達が安全に通

学できるか確認しています。また、毎月１回、保護者が交代で通学路や集合場所に立ち、登校指

導・あいさつ当番を行うことで、児童の交通ルールやあいさつへの意識を高めています。 

 

（２）広報「海小タイムス」の発行（広報委員会） 

 コロナ禍での学校生活。わが子は、どのような学校生活を送

っているのだろう。そんな保護者の皆様の気持ちに応えるべ

く、今年度は、学校行事に合わせて発行日を変更しました。ま

た、これまでのレイアウトから一新し、Ａ４ 3ページ分の見

開き形式に変更しました。学校行事に参加することが難しい保

護者の方も楽しめるものとし、わが子の成長を感じていただけ

るような広報紙を目指し、作成しています。 

 

（３）家庭教育学級（家庭教育委員会） 

 状況に合わせて、親子で、家庭でできる取組、在宅型家庭教育学級を

考え、夏休みには、「親子で歯磨きチェック」や「あったかい言葉がけ

運動」、「家庭でのクロームブックの使い方」など、親子で一緒に

取り組める活動を設定しました。 

 情報モラルに関わっては、クロームブックを使用しての学習が

始まり、どのご家庭でも不安を感じておられる部分があると考

え、親子で使用のルールやマナーを考える機会を設定しました。

クロームブックは学習に使うための道具であることを確認し、使

い場所や片づける場所、使用時間など家庭ごとに約束を決め、一

週間ごとに振り返るようにしました。子どもの使用状況を確認す

ることで、保護者も子ども達がクロームブックを使ってどのよう

な学習をしているのか知ることができました。 

その他にも、１年に３回生活リズムを整え、心も体も頭も元気を目指す「げんき週間」の取組も

行い、家庭教育の向上を目指し活動しました。子どもも保護者も、家族も、そして、地域の皆さん

も、みんなの笑顔の花が咲く海西小学校区となるよう、これからも家庭教育の向上に向けた情報を

発信していきます。 

 

（４）リサイクル活動（本部役員会・地区委員会） 

  ６月と１１月の年に２日、地域の皆さんのご協力をいただき、リサイクル活動を行っていま

す。今年は、新型コロナウィルス感染症防止への対策を図りつつ、地区委員が中心となって行いま

した。収益は、子ども達の教育活動に役立てています。 

 

４ 活動の成果と課題 

〇海西見守り隊や地域の講師の方など、地域の方の協力が多く得られている。 

〇コロナ禍の中、行事等の見直しや変更はあるが、地域や保護者の理解を得て進めることができて 

いる。 

△児童数の減少の中、保護者や学校、地域の関係を維持し、必要な活動を精選し、継続していくこ 

とが重要となる。 


